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予防接種の種類 接種対象年齢 接種間隔・注意事項

ヒブ感染症 生
後
２
ヵ
月
～

５
歳
に
な
る
１
日
前

�（望ましい開始時期）生後2ヵ月
～7ヵ月になる1日前に開始

【初回】�27日以上の間隔で、1歳になる1日前までに3
回接種（望ましいのは27～56日の間隔）

【追加】�初回接種終了後、7ヵ月以上おいて1回接種（望
ましいのは7ヵ月～13ヵ月の間隔）

※�ヒブ感染症・小児の肺炎球菌感染症は、接種開始月齢により、接種回数が異なります。

小児の肺炎球菌感染症 �（望ましい開始時期）生後2ヵ月
～7ヵ月になる1日前に開始

【初回】�27日以上の間隔で3回接種（望ましいのは、1
歳になる1日前までに）

【追加】�初回接種終了後、60日以上あけて1歳以降に1
回接種（望ましいのは1歳～1歳3ヵ月の間隔）

Ｂ型肝炎 生後0ヵ月～1歳になる1日前（望ましいの
は生後2ヵ月～9ヵ月の間）

27日以上の間隔で2回接種し、1回目から139日以上
あけて3回目を接種

四種混合（DPT-IPV）
（百日せき・ジフテリア・
��破傷風・ポリオ）

生後3ヵ月～7歳6ヵ月になる1日前

【初回】�20日以上の間隔で3回接種（望ましいのは20
～56日の間隔）

【追加】�初回接種終了後、6ヵ月以上の間隔で1回接種
（望ましいのは1年～1年6ヵ月の間隔）

※過去に三種混合やポリオを接種し、接種が完了していない人は、医療機関にご相談ください。

BCG 生後0ヵ月～1歳になる1日前までに1回接種（望ましいのは、生後5ヵ月～8ヵ月）

麻しん風しん混合（ＭＲ）
1期 1歳～2歳になる1日前に1回接種

2期 小学校入学前の1年間に1回接種
（平成31年度は、平成25年4月2日～平成26年4月1日生まれの人）

水痘 1歳～3歳になる1日前までに3ヵ月以上の間隔で2回接種
（望ましいのは1歳～1歳3ヵ月の間に1回接種し、初回接種後6ヵ月～1年後に1回接種）

日本脳炎

1期 3歳～7歳6ヵ月になる1日前

【初回】�6日以上の間隔で2回接種（望ましいのは、6～
28日の間隔）

【追加】�初回接種終了後6ヵ月以上おいて1回接種（望ま
しいのは、おおむね1年後）

2期 9歳～13歳になる1日前までに1回接種

※�平成7年4月2日～平成19年4月1日生まれで接種が完了していない人は、20歳になる1日前まで
接種の機会が設けられています。

※�平成19年4月2日～平成21年10月1日生まれの人で7歳6ヵ月までに1期が完了していない人は、
9歳～13歳になる1日前までに1期の不足も接種できます。

二種混合（ＤＴ）
（ジフテリア・破傷風） 11歳～13歳になる1日前までに1回接種

ヒトパピローマウイルス感染症
（子宮頸がん予防）

小学6年生～高校1年生相当年齢の女子

【サーバリックス（2価ワクチン）】1回目接種から1ヵ
月後、6ヵ月後の計3回接種
【ガーダシル（４価ワクチン）】1回目接種から2ヵ月後、
6ヵ月後の計3回接種

※�ヒトパピローマウイルス感染症ワクチンは、平成25年6月14日以降、積極的な接種の勧奨を控
えています。接種を希望する人は、医療機関で「有効性」と「リスク」を十分理解して接種を受けて
ください。

子どもの予防接種を受けましょう
問�すこやか生活課　☎（581）0201　5（581）1628

　下記の予防接種を協力医療機関で実施しています。詳しくは、「すこやかセンターだより」または市ホー
ムページをご覧いただくか、すこやか生活課までお問い合わせください。
￥�無料
持�母子健康手帳、保険証、福祉医療費受給券（お持ちの人のみ）
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